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令
和
二
年
度

治
山
林
道
事
業
の
予
算
の
執
行
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
政
府
予
算
に
お
け
る
「
林
野
公
共
予
算
」
に

　

令
和
２
年
度
政
府
予
算
に
お
け
る
「
林
野
公
共
予
算
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
元
年
度
当
初
予
算
の
百
・
一
パ
ー
セ

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
元
年
度
当
初
予
算
の
百
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
に
相
当
す
る
千
八
百
三
十
億
円
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

ン
ト
に
相
当
す
る
千
八
百
三
十
億
円
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
令
和
元
年
度
補
正
予
算
を
合
わ
せ
ま
す
と
、
令
和
元

こ
れ
に
令
和
元
年
度
補
正
予
算
を
合
わ
せ
ま
す
と
、
令
和
元

年
度
当
初
予
算
の
百
二
十
一

年
度
当
初
予
算
の
百
二
十
一
・・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る

四
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る

二
千
二
百
二
十
一
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
通
常
分

二
千
二
百
二
十
一
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
通
常
分

の
ほ
か
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
三
か
年
緊

の
ほ
か
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
三
か
年
緊

急
対
策
」
に
あ
た
る
「
臨
時
・
特
別
の
措
置
」
三
百
六
十
八

急
対
策
」
に
あ
た
る
「
臨
時
・
特
別
の
措
置
」
三
百
六
十
八

億
円
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

億
円
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

    

ま
た
、
県
の
令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、

ま
た
、
県
の
令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、

令
和
元
年
度
二
月
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た「
十
四
ヶ
月
予
算
」

令
和
元
年
度
二
月
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た「
十
四
ヶ
月
予
算
」

と
し
て
位
置
付
け
、「
頻
発
・
激
甚
化
す
る
豪
雨
、土
砂
災
害
」、

と
し
て
位
置
付
け
、「
頻
発
・
激
甚
化
す
る
豪
雨
、土
砂
災
害
」、

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
中
央
構
造
線
・
活
断
層
地
震
」

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
中
央
構
造
線
・
活
断
層
地
震
」

に
対
す
る
「
県
土
強
靱
化
の
加
速
」
や
「
県
産
材
生
産
量
増

に
対
す
る
「
県
土
強
靱
化
の
加
速
」
や
「
県
産
材
生
産
量
増

産
に
よ
る
競
争
力
強
化
に
向
け
た
林
内
路
網
整
備
の
推
進
」、

産
に
よ
る
競
争
力
強
化
に
向
け
た
林
内
路
網
整
備
の
推
進
」、

「
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
」
な
ど
を
実

「
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
」
な
ど
を
実

現
す
る
た
め
の
予
算
を
編
成
し
て
お
り
、
今
後
と
も
国
の
補

現
す
る
た
め
の
予
算
を
編
成
し
て
お
り
、
今
後
と
も
国
の
補

助
金
や
交
付
金
の
確
保
に
努
め
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
治

助
金
や
交
付
金
の
確
保
に
努
め
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
治

山
・
林
道
事
業
を
積
極
的
か
つ
切
れ
目
な
く
推
進
す
る
こ
と

山
・
林
道
事
業
を
積
極
的
か
つ
切
れ
目
な
く
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
強
靱
で
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
農
山
漁
村
地

に
よ
り
、「
強
靱
で
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
農
山
漁
村
地

域
の
創
出
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

域
の
創
出
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
　
治
山
事
業
に
つ
い
て

一
　
治
山
事
業
に
つ
い
て

    

治
山
事
業
は
、
森
林
の
持
つ
水
源
の
か
ん
養
、
生
活
環
境

治
山
事
業
は
、
森
林
の
持
つ
水
源
の
か
ん
養
、
生
活
環
境

の
保
全
な
ど
の
様
々
な
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
と

の
保
全
な
ど
の
様
々
な
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
と

と
も
に
、
山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
、
財
産

と
も
に
、
山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る
県
土
保
全
政
策
の
一
つ
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
に
お

を
守
る
県
土
保
全
政
策
の
一
つ
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
に
お

け
る
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
を
図
り
、
安
全
で
安
心
な
生

け
る
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
を
図
り
、
安
全
で
安
心
な
生

活
を
実
現
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
す
。

活
を
実
現
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
す
。

　

こ
の
た
め
県
の
「
十
四
ヶ
月
予
算
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

こ
の
た
め
県
の
「
十
四
ヶ
月
予
算
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

治
山
事
業
で
二
十
三
億
三
千
九
百
一
万
二
千
円
、
林
野
地
す

治
山
事
業
で
二
十
三
億
三
千
九
百
一
万
二
千
円
、
林
野
地
す

べ
り
防
止
事
業
で
三
億
二
千
二
百
二
万
八
千
円
で
あ
り
、
両

べ
り
防
止
事
業
で
三
億
二
千
二
百
二
万
八
千
円
で
あ
り
、
両

事
業
を
合
わ
せ
ま
し
て
、
令
和
元
年
度
「
十
四
ヶ
月
予
算
」

事
業
を
合
わ
せ
ま
し
て
、
令
和
元
年
度
「
十
四
ヶ
月
予
算
」

比
百
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
二
十
六
億
六
千
百
四

比
百
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
二
十
六
億
六
千
百
四

万
円
の
執
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

万
円
の
執
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
を
踏
ま
え
た
防

　

な
か
で
も
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
を
踏
ま
え
た
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
や
「
流
木

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
や
「
流
木

対
策
」
の
推
進
な
ど
、「
事
前
防
災
・
減
災
対
策
」
の
さ
ら

対
策
」
の
推
進
な
ど
、「
事
前
防
災
・
減
災
対
策
」
の
さ
ら

な
る
強
化
や
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害
を
は
じ
め
と
す

な
る
強
化
や
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害
を
は
じ
め
と
す

る
「
激
甚
な
山
地
災
害
の
早
期
復
旧
対
策
」
に
努
め
て
ま
い

る
「
激
甚
な
山
地
災
害
の
早
期
復
旧
対
策
」
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
別
の
箇
所
数
、
予
算
額
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　

な
お
、
事
業
別
の
箇
所
数
、
予
算
額
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

二
　
林
道
事
業
に
つ
い
て

二
　
林
道
事
業
に
つ
い
て

    

林
道
事
業
は
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
や
中
山

林
道
事
業
は
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
や
中
山

間
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
重
要
な
基
盤
整
備
事
業
で

間
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
重
要
な
基
盤
整
備
事
業
で

す
。
な
か
で
も
、
県
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
「
ス
マ
ー
ト

す
。
な
か
で
も
、
県
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
「
ス
マ
ー
ト

林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
戦
略
目
標
と
な
る
県
産
材
増
産
の

林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
戦
略
目
標
と
な
る
県
産
材
増
産
の

推
進
を
図
る
た
め
に
は
、「
林
道
を
核
と
す
る
複
合
的
な
林

推
進
を
図
る
た
め
に
は
、「
林
道
を
核
と
す
る
複
合
的
な
林

内
路
網
の
整
備
推
進
」
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
路
網
の
整
備
推
進
」
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
を
は
じ
め
自
然
災
害
に

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
を
は
じ
め
自
然
災
害
に

備
え
「
避
難
路

備
え
「
避
難
路･･

緊
急
輸
送
路
を
補
完
す
る
道
路
」
と
し
て

緊
急
輸
送
路
を
補
完
す
る
道
路
」
と
し
て

も
今
後
益
々
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
今
後
益
々
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
県
の
「
十
四
ヶ
月
予
算
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

こ
の
た
め
県
の
「
十
四
ヶ
月
予
算
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
元
年
度
「
十
四
ヶ
月
予
算
」
比
九
十
五
・
四
パ
ー
セ
ン

令
和
元
年
度
「
十
四
ヶ
月
予
算
」
比
九
十
五
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
に
相
当
す
三
十
四
億
六
百
四
十
万
円
の
執
行
を
予
定
し
て

ト
に
相
当
す
三
十
四
億
六
百
四
十
万
円
の
執
行
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

な
か
で
も
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
を
踏
ま
え
た
防

　

な
か
で
も
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
を
踏
ま
え
た
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
と
し
て
、

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
と
し
て
、

山
地
災
害
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
に
お
け
る
林
道
の
機

山
地
災
害
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
に
お
け
る
林
道
の
機

能
保
全
・
強
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

能
保
全
・
強
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

    

な
お
、
事
業
別
・
県
営
・
市
町
村
営
別
の
路
線
数
、
予
算

な
お
、
事
業
別
・
県
営
・
市
町
村
営
別
の
路
線
数
、
予
算

額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。



区　　　分
15ヶ月予算（A） 14ヶ月予算（B） 当初予算

対比 備考H30年度補正（2月） R1年度当初 R1年度補正(2月) R2年度当初 対比
事業費 事業費（D）箇所数 事業費 箇所数 事業費（D） Ｂ／A Ｄ／Ｃ

治山事業 352,500 1,715,287 14 542,000 46 1,797,012 113.1％ 104.8％
山地治山 352,500 1,480,544 14 542,000 33 1,513,138 112.1％ 102.2％
復旧治山 209,000 783,937 13 510,000 18 874,418 139.4％ 111.5％
予防治山 26,500 279,507 1 32,000 7 269,682 98.6％ 96.5％
緊急予防治山 117,000 187,794 6 223,825 73.4％ 119.2％
緊急総合治山 157,223 2 145,213 92.4％ 92.4％
緊急総合地すべり防止 72,083

水源地域整備 198,713 7 239,110 120.3％ 120.3％
水源森林再生対策
奥地保安林保全緊急対策 198,713 7 239,110 120.3％ 120.3％
水源の里保全緊急整備

保安林整備 36,030 6 44,764 124.2％ 124.2％
保安林改良 36,030 6 44,764 124.2％ 124.2％
保育

林野地すべり防止事業 179,400 349,753 0 0 6 322,028 60.9％ 92.1％
地すべり防止 179,400 349,753 6 322,028 60.9％ 92.1％

計 531,900 2,065,040 14 542,000 52 2,119,040 102.5％ 102.6％

（単位：千円）

区　　　分
15ヶ月予算（Ａ） 14ヶ月予算（B） 当初予算

対比 備考H30年度補正 R1年度当初 R1年度補正（２月） R２年度当初 対比
事業費 事業費（C）路線数 事業費 路線数 事業費（D） B/A D／ C

森林基盤整備事業 576,004 2,994,220 17 676,216 52 2,730,184 95.4％ 91.2％
県営事業 290,990 1,247,925 7 349,507 18 1,476,524 118.7％ 118.3％
地方創生推進交付金 183,990 1,103,625 5 258,757 14 1,237,880 116.2％ 112.2％
農山漁村地域整備交付金 0
森林環境保全整備事業（公共） 107,000 144,300 2 90,750 4 238,644 131.1％ 165.4％

森林資源循環利用林道整備事業 107,000 144,300 2 90,750 4 238,644 131.1％ 165.4％
市町村事業 285,014 1,746,295 10 326,709 34 1,253,660 77.8％ 71.8％
地方創生推進交付金 232,039 1,113,285 4 147,220 22 752,035 66.8％ 67.6％
農山漁村地域整備交付金 0 281,670 1 16,259 6 225,995 86.0％ 80.2％
森林環境保全整備事業（公共） 52,975 351,340 5 163,230 6 275,630 108.5％ 78.5％
森林資源循環利用道整備事業 52,975 127,440 5 163,230 3 106,230 149.4％ 83.4％
林業専用道整備事業 0 223,900 3 169,400 75.7％ 75.7％
合　　　計 576,004 2,994,220 17 676,216 52 2,730,184 95.4％ 91.2％

（注）１．令和２年度当初予算は、国の内示により変動する。

（注）１．令和２年度当初予算は国の内示により変動する。

１．令和２年度　治　山　事　業

２．令和２年度　林　道　事　業
（単位：千円）
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新
緑
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
御
繁
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
四
月
一
日
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
農
林
水
産
部

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

治
山
林
道
事
業
は
も
と
よ
り
、
本
県
の
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
農
林
水
産
業
の
発
展
と
競
争
力
強
化
に
向
け
、
尽
力
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
早
々
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
社
会
経
済
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
御
自
身
、
御
家
族
の
健
康
管
理
は
も
と
よ
り
、
地

域
に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
に
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
面
に
お
い
て
は
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

万
全
を
期
し
て
参
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
近
年
、「
大

規
模
な
自
然
災
害
」
の
発
生
が
全
国
各
地
で
急
増
し
、
そ
の

被
害
の
程
度
も
「
激
甚
化
」
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
ま
す
。

徳
島
県
に
お
い
て
も
、一
昨
年
の
「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
」

を
は
じ
め
と
す
る
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、「
大
規
模

災
害
」
は
「
人
口
減
少
」
と
と
も
に
、
ま
さ
に
「
二
つ
の
国

難
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
、
国
が
目
指
す
「
活
力
あ
る
地

域
社
会
」
の
実
現
と
、「
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
」
の
是
正

に
つ
な
げ
る
た
め
、
本
県
で
は
、「
国
土
強
靱
化
」
を
「
地

方
創
生
の
礎
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
よ
り
実
効

性
の
高
い
新
次
元
の
具
体
的
実
践
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
新
た

な
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
を
本
年
三
月
に
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、令
和
２
年
度
は
そ
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和
元
年
度
二
月
補
正

予
算
と
令
和
２
年
度
当
初
予
算
を
一
体
的
に
か
つ
戦
略
的
に

捉
え
た
、「
国
難
打
破
！
十
四
か
月
・
県
土
強
靱
化
加
速
予
算
」

と
し
て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、

・
大
規
模
災
害
を
迎
え
撃
つ
「
県
土
強
靱
化
」
の
加
速
や
、

本
県
が
全
国
を
先
導
す
る
「
新
次
元
の
消
費
者
行
政
・
消

費
者
教
育
」
の
さ
ら
な
る
深
化
な
ど
、「
安
全
・
安
心
と

く
し
ま
の
実
装
」

・「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
」
環
境
の
整
備
に
よ
る
「Society5.0

」

の
実
装
や
、
宿
泊
施
設
の
投
資
拡
大
・
観
光
産
業
の
人
材

育
成
に
よ
る
「
攻
め
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
」
の
促
進
な

ど
、「
革
新
創
造
と
く
し
ま
の
実
装
」

・「
と
く
し
ま
回
帰
」
の
さ
ら
な
る
加
速
や
、
東
京
オ
リ
・

パ
ラ
を
は
じ
め
「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
好
機
を
捉
え

た
「
あ
わ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
レ
ガ
シ
ー
」
の
創
造
と
継
承

な
ど
、「
魅
力
感
動
と
く
し
ま
の
実
装
」

の
三
つ
の
柱
に
よ
り
「
切
れ
目
な
い
施
策
」
を
積
極
的
に
展

開
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
治
山

林
道
事
業
は
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
の
保
全
や

活
性
化
に
直
結
す
る
公
共
事
業
で
あ
り
、
本
県
経
済
を
支
え

る
「
社
会
基
盤
の
整
備
」
は
も
と
よ
り
、
迫
り
来
る
大
規
模

災
害
の
脅
威
を
迎
え
撃
つ
「
県
土
強
靱
化
」、ひ
い
て
は
「
地

方
創
生
の
実
現
」
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
方
創
生
の
成
果
と
し
て
実
感
で
き
る
も
の

と
す
る
べ
く
、
徹
底
し
た
「
県
民
目
線
・
現
場
主
義
」
の
も

と
、
市
町
村
や
地
域
住
民
の
皆
様
と
十
分
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
推
進

に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
防
止
を
は
じ
め
多
様
な
機
能
を
有
す
る
森
林

の
維
持
保
全
を
図
る
財
源
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
地
方
へ
の

配
分
が
始
ま
っ
た
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
は
、
豪
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
の
頻
発
を
受
け
、
今
年
度
か
ら
交
付
額
が
倍
増
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
財
源
を
積
極
的
に
活
用
し
、

災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
市
町
村
と
連

携
し
て
、
そ
の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
取
組
み
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
方
か
ら

の
よ
り
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
益
々
の
御
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就

任

挨

拶

就

任

挨

拶

徳
島
県
農
林
水
産
部
長
　
　
　
　
　
　

松
　
本
　
　
　
勉
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青
葉
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
御
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
四
月
一
日
の
人
事
異
動
に
よ
り
ま
し
て
、
農
林
水
産

基
盤
整
備
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
基
盤
整
備
局
は
、
農
地
・
農
業
用
水
や
森
林
、

漁
港
な
ど
生
産
基
盤
の
強
化
を
通
じ
て
県
土
の
強
靱
化
と
本

県
農
林
水
産
業
の
成
長
を
支
え
る
組
織
で
ご
ざ
い
ま
す
。
中

で
も
、
森
林
・
林
業
分
野
に
お
い
て
は
、
公
共
事
業
で
あ
る

治
山
林
道
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
中
山
間
地
域

の
振
興
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
に
お
い
て
も
、「
台
風
第
15
号
」
や
「
台
風

第
19
号
」
な
ど
、
全
国
各
地
で
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
よ
う
な
暴
風
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な
自
然

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。本
県
で
は
、大
き
な
災
害
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
一
昨
年
の
「
西
日
本
豪
雨
」
に
よ
り
、
県
西
部

に
お
い
て
山
腹
崩
壊
や
渓
流
荒
廃
が
多
発
す
る
な
ど
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
な
お
、
復
旧
に
向
け

徳
島
県
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
長
　
　

市
　
瀬
　
雅
　
志
　

た
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
山
地
災
害
発
生
リ
ス
ク

の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、
大
規
模
災
害
を
迎
え
撃
つ
「
事
前
防

災
・
減
災
対
策
」
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
林
業
生
産
活
動
の
基
盤
施
設
で
あ

り
、
緊
急
輸
送
路
・
避
難
路
・
迂
回
路
と
し
て
の
機
能
を
持

つ
林
道
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
近
年
、
多
発
傾
向

に
あ
る
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
山
地
災
害
か
ら
県
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
治
山
ダ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
治
山

施
設
の
整
備
や
森
林
整
備
等
を
強
力
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
山
地
の
崩
壊
や
土
石
流
な
ど
の
恐
れ
の
あ
る
地

域
で
防
災
活
動
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
山
地
防
災
ヘ

ル
パ
ー
」
の
方
々
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
、
山
地
に
お
け

る
災
害
情
報
の
迅
速
な
収
集
を
図
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
一
体
と
な
っ
た
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
県
土
の
強
靱
化
に
向
け
た
対
策
を
よ
り
一
層
加
速
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
治
山
林
道
事
業
の
令
和
二
年
度
当
初
予
算
で

は
、
治
山
事
業
で
前
年
度
当
初
比
一
〇
〇
・
五
％
、
林
道
事

業
で
同
比
九
九
・
四
％
を
確
保
し
、
さ
ら
に
令
和
元
年
度
二

月
補
正
予
算
と
し
て
、
約
一
〇
億
九
千
万
円
（
県
予
算
額
）

を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
で
は
、
豊
富
で
成
熟
し
た
森
林
資
源
を
活
か

し
た
「
地
方
創
生
」
の
実
現
に
向
け
、昨
年
度
か
ら
「
ス
マ
ー

ト
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
で
あ
る
県
産
材
の
生
産
性
向
上
と
生
産

量
増
大
を
図
る
た
め
、
地
形
や
森
林
施
業
の
形
態
に
応
じ
た

計
画
的
な
林
道
整
備
を
さ
ら
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、「
県
民
目
線
・
現
場
主
義
」
を
徹
底
し
、
市

町
村
や
地
域
住
民
の
皆
様
と
の
綿
密
な
連
携
の
も
と
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
治
山
林
道
事
業
を
展
開

し
、
足
腰
の
強
い
農
林
水
産
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
御
支
援
と

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
早
々
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
係
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
出
さ
れ
、

日
本
の
社
会
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が
与
え
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
中
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感
染
拡
大
防
止
対

策
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
終
息
を
心
よ
り
願
う
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
益
々
の

御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
に
当
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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治
山
林
道
事
業
に
関
し
て

知
事
へ
の
要
望

治
山
林
道
事
業
に
関
し
て

知
事
へ
の
要
望

　

令
和
元
年
十
二
月
二
十
三
日　

飯
泉
徳
島
県
知
事
に
対
し

「
治
山
林
道
事
業
に
関
す
る
要
望
」
を
、
山
口
会
長
は
じ
め

役
員
十
一
名
で
行
い
ま
し
た
。

　
要
望
の
主
な
内
容
は

・
集
中
豪
雨
や
台
風
、
南
海
ト
ラ
フ
、
中
央
構
造
線
断
層
帯

の
地
震
等
に
よ
る
災
害
に
備
え
た
事
前
防
災
減
災
対
策
、

復
旧
対
策
の
充
実
と
強
化
に
向
け
た
総
合
的
な
「
緑
の
国

土
強
靭
化
」
の
推
進

・
県
産
材
の
安
定
供
給
体
制
構
築
に
よ
る
「
林
業
の
成
長
産

業
化
」
の
実
現
と
森
林
吸
収
対
策
の
た
め
の
森
林
施
業
や

林
道
等
路
網
整
備
の
推
進

・
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
三
カ
年
緊
急
対
策
の
適
正
な
執
行

と
継
続
・
拡
充
等
の
実
施
、
ま
た
補
正
予
算
に
よ
る
事
前

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
と
関
連
対
策
の
推
進

　

に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
知
事
か
ら
は
、

・
総
合
的
な
「
緑
の
国
土
強
靭
化
」
の
推
進

・「
林
業
の
成
長
産
業
化
」
に
資
す
る
森
林
施
業
・
林
道
等

路
網
整
備
の
推
進

・
国
土
強
靭
化
三
カ
年
緊
急
対
策
の
取
り
組
み
の
推
進

　　

以
上
の
事
柄
等
に
つ
い
て
、「
防
災
、
減
災
、
国
土
強
靭

化
の
た
め
の
三
カ
年
緊
急
対
策
」
の
達
成
と
継
続
要
望
、
国

の
補
正
予
算
、
林
野
公
共
事
業
が
対
前
年
度
比
一
〇
〇
％
と

拡
充
さ
れ
た
令
和
二
年
度
当
初
予
算
を
活
用
し
治
山
林
道
事

業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

NO.201 令和 2年 4月 15 日4



　治
山
林
道
事
業
に

関
す
る
要
望
書
　

　
平
素
は
、
治
山
林
道
事
業
の
推
進
並
び
に
本

会
の
活
動
に
格
別
の
御
配
慮
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
森
林
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
水
源

の
涵か
ん

養よ
う

、
山
地
災
害
の
防
止
等
の
多
面
的
機
能

を
有
し
、
私
た
ち
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
な

ど
、
国
民
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
未
だ
過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
る
林

業
従
事
者
の
不
足
、
間
伐
等
の
遅
れ
に
よ
る
森

林
荒
廃
の
問
題
は
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後

の
適
切
な
維
持
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
疲
弊
し
て
い
る
山
村
経
済
を
活

性
化
し
地
方
創
生
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
林

業
の
成
長
産
業
化
と
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制

の
確
立
に
向
け
た
幹
線
林
道
の
整
備
や
間
伐
・

再
造
林
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
も
台
風
に
よ
り
関
東
甲
信
、
東

北
地
方
を
は
じ
め
と
し
た
広
域
に
及
ぶ
記
録
的

な
豪
雨
で
河
川
の
氾
濫
や
山
腹
崩
壊
が
発
生

し
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
甚
大
な
被
災

を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
状
況
の
中
、
今
後
の
気
候
変
動
に

よ
る
「
豪
雨
や
台
風
」
の
激
甚
化
に
伴
う
山
地

災
害
へ
の
対
策
、
さ
ら
に
は
、
近
い
将
来
発
生

が
危
惧
さ
れ
る「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」、「
活

断
層
帯
地
震
」
に
備
え
る
山
地
防
災
力
の
強
化

に
対
す
る
国
民
の
意
識
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
土
砂
災
害

等
に
対
す
る
事
前
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
や

路
網
整
備
に
よ
る
避
難
路
対
策
な
ど
、「
緑
の

国
土
強
靱
化
」
に
資
す
る
治
山
林
道
事
業
の
円

滑
な
遂
行
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
財
政
事
情
が
非
常
に

厳
し
い
中
と
は
存
じ
ま
す
が
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
、
特
段
の
御
配
慮
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　○
集
中
豪
雨
や
台
風
、
南
海
ト
ラ
フ
、
中
央
構

造
線
断
層
帯
の
地
震
等
に
よ
る
災
害
に
備
え

た
事
前
防
災
・
減
災
対
策
、
復
旧
対
策
の
充

実
と
強
化
に
向
け
た
総
合
的
な
「
緑
の
国
土

強
靭
化
」
の
推
進

　○
県
産
材
の
安
定
供
給
体
制
構
築
に
よ
る
「
林

業
の
成
長
産
業
化
」
の
実
現
と
森
林
吸
収
源

対
策
の
た
め
の
森
林
施
業
や
林
道
等
路
網
整

備
の
推
進

　○
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
三
カ
年
緊
急
対
策
の

適
正
な
執
行
と
継
続
・
拡
充
等
の
実
施
、
ま

た
補
正
予
算
に
よ
る
事
前
防
災
・
減
災
対
策

の
強
化
と
関
連
対
策
の
推
進
　

　
　
令
和
元
年
十
二
月

　
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
　会
長
　
　

山
　
口
　
俊
　
一

NO.201令和 2年 4月 15 日 5



令
和
二
年
度
　入札・契
約
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
徳
島
県
の
入
札
・
契
約
制
度
の
改
正
に
つ

い
て
、
治
山
林
道
工
事
に
関
係
す
る
事
項
の
概
要
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　

近
年
、
地
方
は
、
急
速
に
進
む
過
疎
化
に
加
え
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
生
産
労
働
人
口
の
減
少
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
建
設
業
界
に
も
影
響
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
、
建
設
産
業
が
健
全
に
発
展
し
、
地
域
の
経
済

や
安
全
・
安
心
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
大
き
な
課
題
で

あ
る
「
担
い
手
不
足
」
の
解
消
を
早
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、「
適
正
な
評
価
」
に
よ
る
建
設
企
業
の
健
全

な
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
週
休
２
日
の
推
進
を
は
じ
め
と

す
る
「
就
労
環
境
の
改
善
」
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し

た
「
生
産
性
の
向
上
」
と
い
っ
た
建
設
業
の
「
働
き
方
改
革
」

を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
２
年
度
の
入
札
・
契
約
制
度
の
改
正
で

は
、

　
１
．
地
域
を
支
え
る
建
設
企
業
の
健
全
な
発
展
を
目
指
し

て

　
２
．
担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
目
指
し
て

　
３
．
迅
速
な
事
業
執
行
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
充
実
・
強

化
を
目
指
し
て

な
ど
の
視
点
か
ら
、
地
域
を
支
え
る
建
設
企
業
が
持
続
可
能

な
経
営
が
で
き
る
よ
う
、
所
要
の
制
度
設
計
及
び
運
用
の
改

善
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
札
・
契
約
制
度
改
正
は
、
令
和
２
年
５
月
１
日

以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

１
．
地
域
を
支
え
る
建
設
企
業
の
健
全
な
発

　
　
展
を
目
指
し
て

【
建
設
企
業
の
適
正
な
評
価
】

1　
建
設
企
業
の
格
付
け
制
度
の
見
直
し

⑴　

土
木
一
式
工
事
の
格
付
け
等
級
Ａ
級
に
お
い
て
「
格
付

点
数
の
下
限
値
」
を
７
２
０
点
か
ら
８
０
０
点
に
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
Ｂ
級
に
お
い
て
も
「
格
付
点
数
の
下
限

値
」
を
新
た
に
設
定
す
る
。

　

※
Ａ
級
は
令
和
２
年
度
の
格
付
け
、
Ｂ
級
は
令
和
３
年
度

の
格
付
け
か
ら
実
施

⑵　
「
工
事
請
負
業
者
の
格
付
け
を
定
め
る
場
合
の
主
観
的

数
算
定
要
領
」
に
お
け
る
若
年
労
働
者
の
雇
用
に
お
け
る

評
価
対
象
年
齢
を
30
歳
未
満
の
者
か
ら
35
歳
未
満
の
者
に

拡
大
す
る
。

　

※
令
和
３
年
度
の
格
付
け
か
ら
実
施

⑶
　
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
に
お
け
る
希
望
工
事
種
別
の

「
交
通
安
全
施
設
工
事
」
か
ら
「
標
識
設
置
工
事
」
を
区

分
し
、
新
た
な
希
望
工
事
種
別
と
し
て
設
定
す
る
。

　

※
令
和
３
・
４
年
度
分
、一
般
競
争
入
札（
指
名
競
争
入
札
）

参
加
資
格
審
査
申
請
か
ら
実
施

　

※
令
和
４
年
度
発
注
工
事
に
係
る
新
規
指
名
要
望
書
か
ら

受
付

2　
「
企
業
の
施
工
能
力
」
評
価
の
見
直
し

　
　
（
総
合
評
価
落
札
方
式
）

⑴　

総
合
評
価
落
札
方
式
の
「
土
木
一
式
工
事
」
に
お
い
て
、

受
注
者
希
望
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
で
企
業
が
実
施
す
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
プ
ロ
セ
ス
を
評
価
（
配
点
２
点
）
す
る
。

　

※
令
和
３
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
受
注
者

希
望
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
対
象
工
事
か
ら
適
用

⑵　
「
同
種
工
事
の
施
工
実
績
」の
評
価
基
準
を
細
分
化
す
る
。

　

※
令
和
２
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か

ら
適
用

3　
「
地
域
貢
献
度
」評
価
の
見
直
し（
総
合
評
価
落
札
方
式
）

⑴　

総
合
評
価
落
札
方
式
の
「
土
木
一
式
工
事
」
に
お
い
て
、

「
大
規
模
災
害
発
生
時
の
道
路
啓
開
に
関
す
る
協
定
」
に

よ
り
、
県
内
の
道
路
啓
開
作
業
に
あ
た
る
者
を
評
価
（
配

点
２
点
）
す
る
。

　

※
令
和
２
年
５
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か

ら
適
用

２
．
担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
目
指
し
て

【
就
労
環
境
の
改
善
】

1　
適
正
な
工
期
確
保
、
工
事
発
注
時
期
の
標
準
化

⑴　

債
務
負
担
行
為
等
を
活
用
、端
境
期
の
工
事
量
の
確
保
、

計
画
的
な
発
注
を
推
進
す
る
。

⑵　

休
日
、
準
備
期
間
、
天
候
等
を
考
慮
し
た
適
正
な
契
約

工
期
を
設
定
す
る
。

　

※
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か

ら
適
用

2　
余
裕
期
間
制
度
の
拡
充

⑴　

余
裕
期
間
制
度
に
工
事
着
手
日
指
定
契
約
方
式
を
追
加

す
る
。

　

※
令
和
２
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告

を
行
う
案
件
か
ら
適
用

⑵　

余
裕
期
間
制
度
を
活
用
し
た
工
事
発
注
件
数
を
拡
大
す

る
。

3　
「
工
事
関
係
書
類
等
の
適
正
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
拡
充

　

工
事
関
係
書
類
の
提
出
ル
ー
ル
等
を
明
確
に
し
た
「
工
事

関
係
書
類
等
の
適
正
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
拡
充
す
る
。
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4　
社
会
保
険
等
未
加
入
業
者
と
の
下
請
契
約
禁
止
を
拡
大

　

公
共
工
事
標
準
請
負
契
約
約
款
を
改
正
し
、
社
会
保
険
等

未
加
入
業
者
と
の
下
請
契
約
に
よ
る
「
元
請
企
業
へ
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
」
の
対
象
を
一
次
下
請
契
約
か
ら
、
す
べ
て
の
下
請

契
約
へ
拡
大
す
る
。

　

な
お
、
一
次
下
請
契
約
に
か
か
る
違
反
に
は
、
現
行
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
適
用
す
る
。

　
〈
二
次
以
下
の
下
請
契
約
に
か
か
る
違
反
に
対
す
る
ペ
ナ

ル
テ
ィ
〉

　

・
元
請
負
業
者
へ
の
制
裁
金
の
徴
収

　
　

当
該
下
請
契
約
の
最
終
請
負
代
金
の
額
の
５
％

　
　
（
参
考
：
一
次
は
10
％
）

　

・
元
請
業
者
に
対
し
て
入
札
参
加
資
格
停
止
措
置

　
　

措
置
期
間
：
１
月
以
上
４
月
以
内

　

・
工
事
成
績
評
定
の
減
点

　
　

入
札
参
加
資
格
停
止
措
置
に
よ
る
工
事
成
績
評
点
の
減

点

　

※
令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告

を
行
う
案
件
か
ら
適
用

5　
建
設
現
場
の
環
境
改
善

　
　
（
女
性
目
線
で
の
快
適
ト
イ
レ
運
用
の
拡
充
）

　

女
性
が
働
く
建
設
現
場
に
設
置
す
る
女
性
専
用
ト
イ
レ

は
、
原
則
と
し
て
「
快
適
ト
イ
レ
」
と
す
る
。

　

※
令
和
２
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告

を
行
う
案
件
か
ら
適
用

6　
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
運
用
見
直
し

　

年
末
年
始
に
加
え
、
日
曜
日
を
シ
ス
テ
ム
の
運
用
停
止
日

と
す
る
。

　

※
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
は
、
令
和
２
年
９
月
頃
を
予
定

し
て
い
る
。

【
生
産
性
の
向
上
】

1　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
普
及
に
向
け
た
取
組
の
加
速

　

３
次
元
デ
ー
タ
の
活
用
を
委
託
業
務
に
拡
大
す
る
。

　

※
令
和
２
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告

を
行
う
案
件
か
ら
適
用

2　
現
場
管
理
等
の
効
率
化
の
推
進

　

公
共
工
事
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
工
事
現
場
の
遠

隔
臨
場
を
試
行
す
る
。

　

※
令
和
２
年
度
に
実
施
す
る
立
会
か
ら
適
用

3　
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
・
Ｗ
ｅ
ｂ
立
会
を
導
入

　

移
動
時
間
を
削
減
し
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

「
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
」「
Ｗ
ｅ
ｂ
立
会
」
を
導
入
す
る
。

　

※
令
和
２
年
度
に
実
施
す
る
会
議
及
び
立
会
か
ら
適
用

３
．
拙
速
な
事
業
執
行
に
よ
る
地
域
防
災
力

　
　
の
充
実
・
強
化
を
目
指
し
て

【
企
業
の
立
場
に
立
っ
た
執
行
】【
不
調
・
不
落
対
策
】

1　
交
通
誘
導
警
備
員
の
確
保
対
策

　

交
通
誘
導
警
備
員
が
配
置
困
難
な
場
合
に
備
え
、
建
設
業

者
の
従
業
員
が
補
完
す
る
「
自
家
警
備
」
を
導
入
す
る
。

2　
現
場
代
理
人
及
び
主
任
技
術
者
等
の
兼
務
要
件
の
拡
充

⑴　

現
場
代
理
人
の
兼
務
用
件
を
、「
旧
同
一
市
町
村
内
又

は
工
事
間
直
線
距
離
が
概
ね
10
㎞
以
内
の
３
つ
の
工
事
、

当
初
請
負
代
金
が
３
千
５
百
万
円
未
満
の
工
事
」
に
見
直

す
。

　

※
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告

を
行
う
案
件
か
ら
適
用

⑵　

県
内
全
域
で 

現
場
代
理
人
の
兼
務
を
認
め
る
工
事
を

拡
充
す
る
。

　

※
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
を
行
う
案
件
か

ら
適
用

⑶　

管
理
技
術
者
の
配
置
要
件
を
緩
和
す
る
。

　

※
令
和
２
年
10
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告

を
行
う
案
件
か
ら
適
用

⑷　

下
請
工
事
に
お
け
る
主
任
技
術
者
の
配
置
義
務
を
緩
和

す
る
。

　

※
令
和
２
年
10
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告

を
行
う
案
件
か
ら
適
用

3　
受
注
上
限
届
出
方
式
の
試
行

　

同
一
発
注
機
関
の
同
一
開
札
日
に
行
う
指
名
競
争
入
札
に

お
い
て
導
入
可
能
と
し
、「
受
注
上
限
届
出
方
式
」
を
適
用

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
指
名
通
知
及
び
入
札
情
報
に
お
い

て
指
名
業
者
に
周
知
す
る
。

　

※
令
和
２
年
５
月
１
日
以
降
に
指
名
通
知
を
行
う
案
件
か

ら
適
用

4　
工
事
・
委
託
業
務
の
「
発
注
情
報
」
の
拡
充

　

発
注
情
報
の
公
表
内
容
に
、
調
査
・
測
量
・
設
計
等
の
「
委

託
業
務
」
を
追
加
す
る
。

　

※
令
和
２
年
４
月
か
ら
実
施
。

5　
災
害
復
旧
に
お
け
る
適
切
な
入
札
契
約
方
式
の
適
用

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
・
運
用

　

災
害
復
旧
事
業
を
円
滑
に
実
視
す
る
た
め
の
手
続
き
を
明

確
化
す
る
。

6　
災
害
復
旧
に
係
る
設
計
業
務
等
の
履
行
に
伴
う
手
持

ち
業
務
の
取
扱
い

　

履
行
期
間
延
伸
の
対
象
を
県
が
発
注
す
る
委
託
業
務
全
体

に
拡
大
す
る
。

４
．
建
設
産
業
へ
の
支
援

【
県
内
企
業
の
活
用
推
進
と
負
担
軽
減
】

1　
県
内
企
業
の
活
用
推
進

⑴　

県
内
企
業
へ
の
優
先
発
注

　

①　

県
内
企
業
発
注
率
に
つ
い
て

　
　
　
「
件
数
・
金
額
92
％
以
上
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
案
件
を
除
く
。）」

を
目
指
す
。

　
　
　

※
令
和
３
年
は
93
％
以
上
を
目
指
す
。
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◎
農
林
水
産
部

　

部
長

　
　

松　

本　
　
　

勉

　
　
　
《
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
長
》

◎
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局

　

局
長

　
　

市　

瀬　

雅　

志

　
　
　
《
農
林
水
産
部
付
（
徳
島
森
林
づ
く
り
推
進
機
構
）》

◎
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課

　

副
課
長

　
　

島　

村　

雄　

三

　
　
　
《
環
境
首
都
課
副
課
長
》

　

主
査
兼
係
長

　
　

藤　

丸　

佳　

典

　
　
　
《
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
係
長（
森
林
整
備
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

橋　

本　

翔　

真

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
三
好
〉主
事（
新
次
元
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
）》

◎
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉

　

課
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

西　

岡　

英　

樹

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
三
好
〉課
長（
林
業
振
興
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

瀬　

高　

哲　

郎

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
美
馬
〉課
長
補
佐（
森
林
整
備
担
当
）》

　

課
長
補
佐

　
　

田　

岡　

純　

司

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局〈
徳
島
〉主
査
兼
係
長（
森
林
整
備
担
当
）》

　

係
長

　
　

村　

上　

高　

夫

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
主
任
（
森
林
整
備
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

生　

田　

厚　

志

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
那
賀
〉主
事（
森
林
整
備
担
当
）》

◎
東
部
農
林
水
産
局
〈
吉
野
川
〉

　

課
長
（
林
務
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

大　

畑　

優　

作

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局〈
徳
島
〉課
長
補
佐（
新
次
元
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

課
長
補
佐
（
林
務
担
当
）

　
　

豊　

原　

広　

之

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）》

◎
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

西　

岡　

健　

治

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
三
好
〉課
長
補
佐（
森
林
整
備
担
当
）》

　

主
査
兼
係
長

　
　

野　

尻　
　
　

徹

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
美
馬
〉係
長（
森
林
整
備
担
当
）》

　

主
任
主
事

　
　

都　

築　

弘　

充

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
美
馬
〉主
事（
森
林
整
備
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

坂　

前　

奈
緒
也

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
美
波
〉主
事（
林
務
担
当
）》

◎
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉

　

課
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

西　

岡　
　
　

篤

　
　
　
《
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
副
課
長
》

　

課
長
補
佐

　
　

山　

㟢　

正　

博

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
三
好
〉主
査
兼
係
長（
森
林
整
備
担
当
）》

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

古　

野　

幸　

司

　
　
　
《
林
業
戦
略
課
課
長
補
佐
（
公
有
林
化
担
当
）》

　

主
査
兼
係
長
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

酒　

本　

祐　

樹

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
地
域
創
生
部〈
美
馬
〉主
査
兼
係
長（
に
し
阿
波
振
興
担
当
）》

　

主
任
主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

滝　

根　

裕
太
郎

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部〈
三
好
〉主
任
主
事（
河
川・砂
防
担
当
）》

◎
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
波
〉

　

課
長
（
林
務
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

田　

中　

英　

士

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
那
賀
〉課
長
補
佐（
新
次
元
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
二
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

主
任
（
林
務
担
当
）

　
　

渡　

津　

拓　

郎

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部〈
那
賀
〉主
任（
道
路・砂
防
担
当
）》

　

主
任
主
事
（
林
務
担
当
）

　
　

佐
々
木　

め
ぐ
み

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
那
賀
〉主
任
主
事（
新
次
元
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
二
担
当
）》

◎
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉

　

次
長
（
那
賀
担
当
）

　
　

枝　

川　

義　

武

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局〈
徳
島
〉課
長（
森
林
整
備
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

宮　

本　

真　

二

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局
〈
吉
野
川
〉
課
長
補
佐
（
林
務
担
当
）》

　

係
長

　
　

山　

部　

隆　

雄

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
主
任
（
森
林
整
備
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

蓮　

田　

和　

也

　
　
　
《
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
主
事（
森
林
整
備
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

鎌　

田　

航　

大

　
　
　
《
新
規
採
用
》

◎
治
山
・
林
道
関
係
以
外
に
転
出
さ
れ
た
方
々

　

未
来
創
生
文
化
部
付
（
と
く
し
ま
“
あ
い
”
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
）

　
　

手　

塚　

俊　

明

　
　
　
《
農
林
水
産
部
長
》

　

東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
課
長
（
林
業
振
興
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

濵　

田　

浩　

二

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局〈
吉
野
川
〉課
長（
林
務
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
美
馬
〉課
長（
林
業
振
興
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

兼　

松　
　
　

功

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
美
波
〉課
長（
林
務
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　

農
林
水
産
部
付
（
徳
島
森
林
づ
く
り
推
進
機
構
）

　
　

木　

本　
　
　

正

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
三
好
〉課
長（
森
林
整
備
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）》

　
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
課
長
補
佐（
林
地
保
全
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

村　

本　

吉　

広

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
三
好
〉課
長
補
佐（
森
林
整
備
担
当
）》

　

ス
マ
ー
ト
林
業
課
課
長
補
佐
（
公
有
林
化
担
当
）（
リ
ー
ダ
ー
）

　
　

伊　

藤　
　
　

岳

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
那
賀
〉課
長
補
佐（
森
林
整
備
担
当
）》

　

東
部
県
土
整
備
局
〈
吉
野
川
〉
主
査
兼
係
長

　
　

内　

藤　

篤　

志

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
美
馬
〉主
査
兼
係
長（
森
林
整
備
担
当
）》

　
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
那
賀
〉主
査
兼
係
長（
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
二
担
当
）

　
　

土
井　

伸
一
郎

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
那
賀
〉主
査
兼
係
長（
森
林
整
備
担
当
）》

　

ス
マ
ー
ト
林
業
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
主
査
兼
係
長（
林
業
生
産
担
当
）

　
　

久　

積　

崇　

広

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
美
波
〉主
査
兼
係
長（
林
務
担
当
）》

　

西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉
係
長
（
林
業
振
興
担
当
）

　
　

宮　

下　

晃　

一

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
三
好
〉係
長（
森
林
整
備
担
当
）》

　

企
業
局
事
業
推
進
課
施
設
基
盤
整
備
室
主
任（
施
設
基
盤
整
備
担
当
）

　
　

野　

村　

尚　

子

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
那
賀
〉主
任（
森
林
整
備
担
当
）》

◎
退
職
さ
れ
た
方

　
　

黒　

島　

計　

治

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
主
席
（
森
林
整
備
担
当
）》

県
人
事
異
動

　

②　

一
次
下
請
で 

県
内
企
業
を
活
用
す
る
計
画
を
提
出

し
た
企
業
を
、
総
合
評
価
で
評
価
す
る
。

⑵　

県
内
産
資
材
の
原
則
使
用

　

①　

工
事
発
注
時
の
設
計
図
書
に
お
い
て
、
県
内
産
資
材

の
「
原
則
使
用
」
を
明
記
し
、
使
用
拡
大
を
図
る
。

　

②　

総
合
評
価
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
合
板
型
枠
に
代

え
て
県
内
産
木
材
を
用
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
（
県

産
木
製
型
枠
）
を
使
用
す
る
企
業
を
加
点
評
価
す
る
な

ど
、
県
内
産
資
材
を
活
用
す
る
企
業
を
総
合
評
価
で
評

価
す
る
。

⑶　

県
内
産
出
の
原
材
料
及
び
技
術
の
優
先
使
用

　

①　

河
川
産
出
物
の
建
設
資
材
と
し
て
の
活
用
等
、
県
内

産
出
の
原
材
料
及
び
技
術
の
優
先
使
用
を
推
進
す
る
。

2　
講
習
会
の
実
施
等
に
よ
る
支
援

⑴　

入
札
等
支
援

　

①　

入
札
参
加
に
必
要
な
見
積
も
り
・
総
合
評
価
落
札
方

式
・
施
工
体
制
等
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
た

め
の
講
習
会
を
実
施
す
る
。

⑵　

電
子
化
支
援

　

①　

電
子
納
品
に
関
す
る
個
別
相
談
会
等
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
習
熟
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
推
進

す
る
。

　

②　

市
町
村
と
の
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
の
拡

大
を
図
る
。

⑶　

建
設
業
支
援

　

①　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
普
及
拡
大
を
図
る
。

　

②　

建
設
企
業
が
現
場
代
理
人
等
を
適
切
か
つ
効
果
的
に

配
置
で
き
る
よ
う
「
現
場
代
理
人
及
び
主
任
技
術
者
等

設
置
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
周
知
を
図
る
。

　

③　

建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
支
援
及
び
認
定
企
業
に
対
す

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
。

　

④　

建
設
企
業
の
負
担
軽
減
と
県
及
び
市
町
村
の
事
務
の

合
理
化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
、
申
請
窓
口
の
県
へ
の

一
元
化
や
申
請
書
類
の
共
有
化
を
実
施
す
る
。

（
令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
）

︽　
︾
は
旧
所
属
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【
締
め
切
り
】令
和
２
年
５
月
29
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

第36回

備 忘 録備 忘 録

　今年は春先より新型コロナウィルスが猛威をふるい日本国内のみな
らず世界経済に多大な影響がでております。公共事業への対策等の取
り組みについても国、県から指示が出され、新しい年度を迎え桜が満
開の時期を迎えましたがそれどころでない状況となっております。甚
大な被害なく収束することを心より願っております。
　さて新年度の徳島県治山林道公共予算は、国の当初予算、補正予算
と国土強靭化・緊急対策等により対前年度比 100％を維持しました。
さらに、昨年度の補正予算と合わせ、14カ月予算として計上されて
おります。今後の事業の執行に向け、気を引き締めて取り組んで参り
たいと思いますので、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

１月
　22日　全国治山林道協会長会議（東京都）
　23日　日本林業再生研究会、民有林振興会通常総会

（東京都）
　24日　令和元年度常勤役員、事務局長等会議

（東京都）
２月
　26日　令和二年度林道事業　国予算要望（東京都）
　27日　令和二年度治山事業　国予算要望（東京都）

本協会の主な動向（１月〜 2月）

●
最
優
秀
賞　
一
点

　

賞
状
及
び
副
賞（
二
万
円
相
当
の
商
品
券
）

●
優
秀
賞　
三
点

　

賞
状
及
び
副
賞（
一
万
円
相
当
の
商
品
券
）

●
佳　
　
作　
五
点

　

賞
状
及
び
副
賞（
五
千
円
相
当
の
商
品
券
）

●
写
真
内
容

　
　

治
山
林
道
工
事
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
構

造
物
と
そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
た
風
景
。

　
　

又
は
森
林
の
果
た
す
役
割
、
森
林
と
人

間
と
の
か
か
わ
り
、
森
林
と
水
辺
の
景
観

な
ど
の
写
真
。

　

京
都
議
定
書
で
、
日
本
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目

標
率
の
大
部
分
を
森
林
が
担
っ
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格

　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
、
又
は
通
学
、
勤

務
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の
方
。

●
応
募
規
定

▪
撮
影
場
所

　

県
内
で
撮
影
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

◆
治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル・表
彰

▪
作
品
の
規
格

　

カ
ラ
ー
の
キ
ャ
ビ
ネ
判
（
一
二
・
七
㎝
×

一
七
・
八
㎝
）
で
プ
リ
ン
ト
し
て
、
デ
ー

タ
（
五
〇
〇
万
画
素
以
上
）
を
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ

Ｏ
Ｍ
も
し
く
は
メ
モ
リ
ー
に
保
存
し
て
添

付
す
る
。
ま
た
、作
品
ご
と
に
応
募
票（
自

作
可
）
を
貼
り
付
け
て
下
さ
い
。

▪
応
募
作
品
は
未
発
表
に
限
り
ま
す
。応
募

作
品
の
数
は
問
い
ま
せ
ん
。応
募
作
品
の

返
却
は
致
し
ま
せ
ん
。

▪
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る

も
の
と
し
ま
す
。

●
そ
の
他

▪
入
賞
通
知

　

令
和
二
年
六
月

　

入
賞
者
に
直
接
通
知
す
る
ほ
か
、「
治
山

林
道
協
会
報
」
に
発
表
し
ま
す
。

▪
審
査

　

主
催
者
が
委
嘱
す
る
審
査
員

　

〒
七
七
〇

－

〇
九
三
九

　

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
一
丁
目
二
十
九
番
地

　

徳
島
県
森
林
協
会
内
（
二
階
）

　

徳
島
県
治
山
林
道
協
会

　
　
　
　「
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
八

－

六
五
三

－

三
三
一
五

◆
作
品
・
送
り
先

◆
写
真
テ
ー
マ

❶ 

テ
ー
マ

　

山
地
災
害
の
防
止
、
森
林
や
治
山
事
業
の
効
果
、

防
災
意
識
の
高
揚
な
ど
を
広
く
国
民
に
呼
び
か
け

る
も
の

　
参
考
例　
⃝
く
ず
さ
な
い
！　
守
り
育
て
る　
ぼ
く
ら
の
山

　
　
　
　
　
⃝
将
来
を　
見
据
え
て
進
め
る　
治
山
事
業

❷ 

応
募
方
法

　

郵
便
は
が
き
等
に
作
品
や
氏
名
、
住
所
等
を
記
載

し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

❸ 

締
め
切
り

　

令
和
二
年
八
月
末
日

❹ 

応
募
先

　

〒
七
七
〇

－

〇
九
三
九

　

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
一
丁
目
二
十
九
番
地

　

徳
島
県
森
林
協
会
内
（
二
階
）

　

徳
島
県
治
山
林
道
協
会
「
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
八

－

六
五
三

－

三
三
一
五■場所

徳島県建設センター
（徳島市富田浜二丁目）

■日時
令和２年７月６日（月） 
PM３：30～

第62回　徳島県
治山林道協会
通常総会

第62回　徳島県
治山林道協会
通常総会

第62回　徳島県
治山林道協会
通常総会

山
地
災
害
防
止

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

主
催
　（一
社
）日
本
治
山
治
水
協
会

山
地
災
害
防
止

作
品
募
集

令和２年度
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